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樽
水
若
竹
同
窓
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り

本
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
校
の
現
状
に
つ
い
て
で
す
が
、
３
月
に
行
わ
れ
た

入
学
者
選
抜
で
は
４
学
科
平
均
の
当
初
出
願
時
の
倍
率

は
�.�
倍
で
、
学
科
別
で
は
栽
培
漁
業
科
は
�.2
倍
、
水
産

食
品
科
は
�.4
倍
と
管
内
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
高
倍
率

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
海
洋
漁
業
科
は
34
名
、
情
報

通
信
科
は
35
名
の
当
初
出
願
数
で
、
そ
れ
ぞ
れ
定
員
を

下
回
る
0.9
倍
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

出
願
変
更
、
２
次
募
集
等
で
な
ん
と
か
全
て
の
学
科
で

定
員
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
出
願
状
況
は
厳
し
い
状
況
で
し
た
が
、
２
年
連
続

で
定
員
割
れ
を
起
こ
す
こ
と
だ
け
は
、
な
ん
と
か
免
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
先
も
児
童
・
生
徒
数
が
急
激
に
減
少
す
る
中
、

札
幌
を
中
心
と
し
た
一
部
の
都
市
部
以
外
は
、
後
志
管

内
に
限
ら
ず
北
海
道
全
体
の
高
校
が
同
じ
よ
う
に
定
員

確
保
が
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
後
志
管
内
に
関
し

て
は
、
今
後
３
年
間
で
中
学
生
の
数
は
�80
名
程
度
減

少
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
小
樽
市
内
に
限
っ
て
も
、

�30
名
程
度
の
減
少
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

本
校
が
今
後
も
定
員
を
確
保
し
て
い
く
た
め
に
は
、
全

道
各
地
か
ら
生
徒
が
集
ま
っ
て
く
れ
る
こ
と
が
必
要
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
本
年
度
、
小
樽
市
以
外
の

地
域
か
ら
の
入
学
生
が
57
名（
う
ち
後
志
管
内
は
30
名
）

と
な
っ
て
お
り
、
約
�.5
ク
ラ
ス
分
の
生
徒
が
小
樽
市
外

か
ら
の
入
学
生
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
全

道
各
地
か
ら
入
学
生
が
本
校
を
受
験
し
て
く
れ
る
の
も
、

同
窓
の
皆
様
が
各
地
域
で
長
年
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た

だ
い
て
い
る
お
か
げ
で
あ
る
と
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
入
学
式
は
４
月
９
日
（
木
）
に
本

科
�60
名
、
専
攻
科
2�
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
無
事
、
挙

行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
年

の
年
明
け
か
ら
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
に
よ
り
、
卒
業
式
同
様
に
入
学
生
と
教
職
員

の
み
で
、
内
容
も
簡
素
化
し
た
も
の
と
し
ま
し
た
。
卒

業
式
以
降
続
い
て
い
た
臨
時
休
校
も
終
了
し
学
校
は
再

開
し
ま
し
た
が
、
多
く
の
制
約
が
あ
る
中
で
の
教
育
活

動
と
な
っ
て
い
ま
す
。
始
業
式
も
放
送
で
行
い
、
４
月

に
予
定
さ
れ
て
い
た
３
年
生
の
修
学
旅
行
は
�2
月
に
延

期
、
専
攻
科
の
乗
船
実
習
も
４
月
中
は
行
わ
な
い
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
通
常
の
授
業
に
関
し
て
も
生

徒
・
教
員
と
も
マ
ス
ク
着
用
、
教
室
内
の
換
気
の
徹
底
、

１
日
１
回
以
上
の
校
舎
内
の
消
毒
な
ど
感
染
予
防
を
徹

底
し
た
状
態
で
の
学
校
生
活
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
部
活
動
に
つ
い
て
も
学
校
の
再
開
に
合
わ
せ
活
動

を
再
開
し
ま
し
た
が
、
各
種
大
会
が
延
期
あ
る
い
は
中

止
と
な
っ
て
お
り
、
対
外
試
合
が
当
面
禁
止
な
ど
多
く

　

厳
し
い
現
状
を
乗
り
越
え
る
た
め

北
海
道
小
樽
水
産
高
等
学
校

校
長　

木　

村　
　
　

司
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胆
振
支
部
よ
り
丹
波
徹
人
（
高
26
無
・
室
蘭
市
）、
佐

藤
哲
康
（
高
�5
漁
・
虻
田
町
）、
佐
藤
悦
章
（
高
20
製
・

虻
田
町
）、
大
友
哲
（
高
20
漁
・
白
老
町
虎
杖
浜
）、
安

宅
修
治
（
高
2�
増
・
伊
達
市
）、
藤
村
健
一
（
高
22
増
・

豊
浦
町
）、
八
田
久
（
高
28
経
・
室
蘭
市
）、
弊
豊
広
（
高

29
経
・
豊
浦
町
）、
藤
村
晃
二
（
高
29
経
・
豊
浦
町
）、

吉
崎
博
（
高
29
漁
・
寿
都
町
）、
岩
佐
敦
（
高
3�
栽
・

小
樽
市
）、
芦
野
新
一
（
高
33
栽
・
豊
浦
町
）、
高
橋
英

昭
（
高
39
栽
・
豊
浦
町
）、
川
又
範
計
（
高
38
製
・
虻

田
町
）、
三
島
基
幸
（
高
44
漁
・
虻
田
町
）、
大
澤
健
也

（
高
44
漁
・
む
か
わ
町
）、高
田
大
輔（
高
46
栽
・
豊
浦
町
）、

渡
邊
雅
之
（
高
47
栽
・
小
樽
市
）
の
20
名
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

本
部
、
他
の
支
部
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
垣
根
を
越

え
大
変
な
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

本
間
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
最
後
は
校
歌
、
応
援

歌
（
優
勝
歌
・
親
潮
）
を
全
員
で
歌
い
、
年
齢
、
時
代

を
超
え
た
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

佐
藤
悦
章
さ
ん
は
卒
業
後
52
年
間
（
昭
和
新
山
噴
火

の
た
め
１
回
中
止
）5�
回
の
開
催
で
50
回
の
出
席
で
す
。

欠
席
１
回
に
つ
い
て
も
白
樺
寮
の
同
窓
会
に
参
加
し
た

た
め
で
す
。

　

皆
勤
賞
、
感
謝
、
感
謝
、
母
校
の
思
い
が
希
薄
に
な

る
な
か
母
校
愛
の
塊
で
す
。
他
に
も
、
ほ
ぼ
皆
勤
賞
に

佐
藤
哲
康
さ
ん
、
大
友
哲
さ
ん
、
丹
波
徹
人
さ
ん
毎
年

の
参
加
に
感
謝
で
す
。

　

若
竹
同
窓
会
胆
振
支
部
は
昭
和
27
年
設
立
か
ら
67
年

の
歴
史
が
あ
り
、
先
輩
方
々
の
礎
を
大
切
に
守
ら
な
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
先
人
の
皆
様
に
感
謝
で
す
。

の
活
動
制
限
を
し
た
う
え
で
の
活
動
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３
年
生
に
と
っ
て
は
、
高
校
生
活
最
後
の
年
が
こ
の
よ

う
な
形
で
の
本
当
に
厳
し
い
形
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り

ま
し
た
。
特
に
、
就
職
活
動
に
関
し
て
は
全
く
先
が
見

え
な
い
状
況
で
、
学
校
と
し
て
も
で
き
る
限
り
の
情
報

収
集
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
が
、
同
窓
会
に
お
か
れ
ま

し
て
も
引
き
続
き
本
校
生
徒
の
進
路
活
動
に
対
す
る
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

一
日
も
早
く
、
明
る
く
活
気
に
溢
れ
た
教
育
活
動
が

再
開
で
き
る
よ
う
に
祈
念
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
し
た

厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
水
産
高
校
と
し
て
の

進
む
べ
き
道
を
し
っ

か
り
と
見
定
め
、「
樽

水
丸
」
の
針
路
を
誤
ら

ず
に
順
調
な
航
海
を

続
け
て
い
け
る
よ
う

努
め
て
い
く
所
存
で

す
。
樽
水
若
竹
同
窓
会

の
皆
様
に
は
、
今
後
も

変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
回
の
開
催
地
は
洞
爺
湖
（
令
和
２
年
７
月
）
で
す

の
で
、
垣
根
を
越
え
て
多
く
の
小
樽
水
産
高
校
関
係
者

の
参
加
を
期
待
し
ま
す
。

　

尚
、
役
員
に
つ
き
ま
し
て
は
慎
重
審
議
の
結
果
、
以

下
と
な
り
ま
し
た
の
で
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

相

談

役　

佐
藤　

哲
康

　

支

部

長　

丹
波　

徹
人

　

幹

事

長　

大
友　
　

哲

　

幹　
　

事　

伊
藤　

幸
博　
　

八
田　
　

久

　
　
　
　
　
　

藤
村　

晃
二　
　

大
澤　

健
也

　

監　
　

事　

川
又　

範
計　
　

岩
佐　
　

敦

　

事
務
局
長　

高
橋　

英
昭

　

会　
　

計　

高
田　

大
輔

 

記　

岩
佐　

敦胆振支部定期総会

■
胆
振
支
部
定
期
総
会

　

令
和
元
年
度
、
胆
振
支
部
定
期
総
会
が
７
月
６
日
洞

爺
観
光
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
方
は
、
本
部
よ
り
本
間
弘
行
会
長
（
高

25
製
・
札
幌
市
）、
吉
田
整
史
（
高
25
製
・
小
樽
市
）、
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高 19 期漁業科クラス会

■
高
19
期
漁
業
科
ク
ラ
ス
会
開
催

　

卒
業
後
初
め
て
の
ク
ラ
ス
会
を
２
月
�2
日
小
樽
駅
下

の
魚
政
に
て
９
名
の
参
加
者
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
当

日
都
合
に
よ
り
来
ら
れ
な
い
者
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、

短
い
時
間
内
で
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
の
消
息
等
を
確
認
す
る

と
と
も
に
互
い
の
変
貌
ぶ
り
に
驚
き
あ
い
ま
し
た
。

【
参
加
者
】

尾
岱
沼　

池
田　
　

実

小
樽　

三
ケ
田　

修

　
　
　

経
塚　

民
男

　
　
　

泉　
　

敏
男

　
　
　

大
村　

隆
一

　
　
　

青
木　

幸
一

小
樽　

高
橋
譲
四
郎

苫
小
牧　

佐
野　

英
雄

　
　
　

仲
田　

正
治

■
函
館
支
部
定
期
総
会

　

函
館
支
部
定
期
総
会
が
２
０
２
０
年
１
月
��
日

（
土
）、
函
館
市
の
「
湯
の
浜
ホ
テ
ル
」
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

出
席
さ
れ
た
函
館
支
部
の
方
は
、
西
山
忠
義
（
専

２
漁
）、
黒
石
寿
（
専
７
漁
）、
早
坂
義
幸
（
専
７
漁
）、

佳
茄
や
民
樹
（
高
20
ム
）、
阿
部
忠
（
高
28
ケ
）、
武
安

宏
行
（
専
40
漁
）、渡
辺
勝
範
（
専
24
漁
）、佐
藤
誠
（
専

27
無
）、
小
松
崎
節
雄
（
高
39
漁
）、
伊
藤
正
光
（
専
32

漁
）、
松
本
和
也
（
専
48
漁
）、
本
間
航
太
（
専
44
無
）、

佐
々
木
健
太
（
専
52
漁
）、
米
田
昌
平
（
専
57
漁
）、
木

津
谷
昌
平
（
専
57
漁
）
さ
ん
で
す
。

　

総
会
に
入
る
前
、
昨
年
度
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た

若
竹
同
窓
会
会
員
様
へ
、
函
館
支
部
会
員
一
同
で
黙
祷

を
行
い
ま
し
た
。
改
め
て
こ
こ
に
、
ご
逝
去
を
慎
み
、

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
会
員
一

同
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

　

続
い
て
、
２
０
１
９
年
度
の
事
業
報
告
と
決
算
報
告

及
び
２
０
２
０
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
案
並
び
に

役
員
等
に
つ
い
て
武
安
事
務
局
長
よ
り
説
明
し
、
質
疑

応
答
の
後
そ
れ
ぞ
れ
満
場
一
致
に
よ
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

又
、
本
部
の
動
向
や
今
後
の
函
館
支
部
会
員
の
体
制

と
組
織
強
化
等
に
つ
い
て
、
出
席
者
と
共
通
認
識
を

計
り
ま
し
た
。
そ
の
他
、
今
月
出
港
す
る
実
習
船
の
マ

グ
ロ
の
水
揚
げ
場
所
を
函
館
港
に
し
て
、
函
館
の
ス
ー

パ
ー
２
店
で
販
売
し
た
事
や
船
舶
の
船
員
不
足
に
つ
い

て
の
意
見
交
換
も
行
い
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
宮
下
樽
水
若
竹
同
窓

会
執
行
部
本
部
長
を
迎
え
、
同
窓
会
の
旧
交
を
温
め
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

懇
親
会
の
中
で
阿
部
忠
さ
ん
は
「
皆
さ
ん
と
お
会
い

し
て
、
美
味
し
い
食
事
と
楽
し
い
話
が
出
来
て
楽
し

か
っ
た
。
親
睦
を
深
め
て
仕
事
頑
張
り
ま
す
。」
と
話

し
て
お
り
ま
し
た
。
懇
親
会
の
最
後
に
は
、
校
歌
を
参

加
者
で
歌
い
、
世
代
を
超
え
た
同
窓
生
の
気
持
ち
が
一

つ
と
な
り
、
次
回
も
出
席
の
皆
様
方
が
元
気
な
姿
で
会

え
る
事
を
約
束
し
て
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
武
安
事
務
局
長
に
よ
り
、「
本
日
は
寒
い
中
、

お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
一
昨
年
は
胆
振
東
部
地
震
が
あ
り
、
昨
年
は

台
風
に
よ
り
関
東
・
甲
信
・
東
北
地
方
に
大
き
な
傷
跡

を
残
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
ま
し
た
同
窓
生
の
皆
様
に

は
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
早
い
復
興

に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
毎
年
お
伝
え
し
て
お

り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
中
に
は
大
き
な
困
難
に
直
面
し

た
時
、
仲
間
で
助
け
合
う
こ
と
、
励
ま
し
合
う
こ
と
の

大
切
さ
を
認
識
し
て
い
る
。
世
代
を
超
え
た
同
窓
生
と

し
て
の
こ
の
「
縁
」
を
大
切
に
し
た
い
。
今
後
も
同
窓

生
と
の
親
睦
を
図
る
べ
く
、
尚
一
層
の
ご
助
言
を
お
願

い
致
し
ま
す
。」
と
述
べ
ら
れ
懇
親
会
を
終
了
し
ま
し

た
。

　

本
部
よ
り
出
席
さ
れ
ま
し
た
宮
下
執
行
部
本
部
長
、

お
忙
し
い
中
お
越
し
頂
き
ま
し
て
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

 

記
（
事
務
局
長
）
武
安　

宏
行函館支部定期総会
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■
高
31
期
栽
培
漁
業
科
新
年
会

　

去
る
令
和
２
年
２
月
22
日
札
幌
市
に
お
い
て
「
第
�3

回
」高
3�
期
栽
培
漁
業
科
の
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
佐
藤
将
幸
（
猿
払
村
）、
高
谷
洋
一
（
釧

路
市
）、山
森
淳
（
神
恵
内
村
）、山
本
勇
一
（
岩
内
町
）、

藤
田
尚
（
常
呂
町
）、
竹
内
衛
（
根
室
市
）、
手
塚
吉
彦

（
札
幌
市
）、久
保
修
一
（
余
市
町
）、岩
佐
敦
（
小
樽
市
）

の
９
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
は
近
年
の
温
暖
化

に
よ
る
海
水
温
上
昇
に
よ
る
魚
種
変
動
、
不
漁
、
時
化

が
続
き
漁
業
者
に
と
っ
て
は
大
変
な
一
年
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

と
う
と
う
還
暦
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、
足
腰
に
負

担
の
か
か
る
年
代
と
な
り
ま
し
た
。

　

還
暦
の
節
目
に
５
月
２
日
、
高
3�
期
全
科
合
同
の
同

窓
会
を
実
施
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
た
め
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
各
支
部
も
新
た
な
動
き
が
見
え
て
い
ま
す
。

日
高
支
部
、
宗
谷
支
部
は
執
行
部
編
成
の
見
直
し
、
新

た
に
猿
払
支
部
の
立
ち
上
げ
予
定
等
、
地
方
支
部
な
く

し
て
本
部
な
し
、
海
な
く
し
て
小
樽
水
産
高
校
な
し
と

考
え
ま
す
。
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）
に
産
声
を
上
げ

た
校
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
「
國
の
寶
は
海
に
あ
り
」
こ

の
精
神
を
忘
れ
ず
後
世
に
伝
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
各

学
年
、
各
支
部
が
定
期
的
に
同
窓
会
が
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

 

記　

岩
佐　

敦高 31 期栽培漁業科新年会

■
忘　

年　

会

　

令
和
元
年
�2
月
�4
日
、
忘
年
会
を
小
樽
寿
司
屋
通
り

で
居
酒
屋
を
経
営
し
て
い
る
海
坊
主
（
前
田
登
・
高
3�

無
）
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
高
橋
譲
四
郎

（
高
�9
漁
）、吉
田
整
史
（
高
25
製
）、岩
佐
敦
（
高
3�
栽
）、

赤
石
孝
司
（
高
33
無
）、
嶋
秀
二
（
高
36
漁
）、
川
﨑
昭

弘
（
高
37
栽
）、竹
内
千
禎
（
高
38
栽
）、細
越
裕
司
（
高

39
無
）、
梶
征
一
（
高
39
栽
）、
川
本
守
（
高
5�
栽
）
の

��
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
年
齢
、
学
科
、
職
業
は
異
な忘　年　会

り
ま
す
が
小
樽
水
産
高
校
の
門
を
通
っ
た
同
窓
と
し
て

当
時
の
懐
か
し
い
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

　

高
橋
譲
四
郎
さ
ん
か
ら
在
学
当
時
の
実
習
船
、
拓
洋

丸
、
若
潮
丸
で
の
実
習
の
様
子
、
教
員
と
し
て
相
撲
部
、

野
球
部
顧
問
の
時
代
を
懐
か
し
そ
う
に
語
っ
て
頂
き
ま

し
た
。

　

一
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
が
、
毎
年
５
月
に
開
催
さ

れ
る
定
期
総
会
に
参
加
し
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。

 

記　

岩
佐　

敦
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●
海
洋
漁
業
科

〈
就　

職
〉

漁
業
後
継

新
日
本
海
フ
ェ
リ
ー
㈱

商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー
㈱

津
軽
海
峡
フ
ェ
リ
ー
㈱

ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
フ
ェ
リ
ー
㈱

昭
和
日
タ
ン
マ
リ
タ
イ
ム
㈱

北
星
海
運
㈱

日
本
海
洋
事
業
㈱

川
近
シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
㈱

播
洋
実
業
㈱

新
日
本
海
サ
ー
ビ
ス
㈱

青
池
水
産
㈱

岩
間
工
業
㈱

㈱
小
樽
観
光
振
興
公
社

（
同
）
小
樽
カ
ナ
ル
ボ
ー
ト

水
産
庁

北
海
道
教
育
委
員
会

 

渡
島
教
育
局
実
習
船

〈
進　

学
〉

東
海
大
学

（
独
）
国
立
清
水
海
上
技
術
短
期
大
学
校

小
樽
水
産
高
校･

専
攻
科
漁
業
科

●
水
産
食
品
科

〈
就　

職
〉

東
洋
水
産
㈱

東
洋
冷
蔵
㈱

和
弘
食
品
㈱

一
正
蒲
鉾
㈱

佐
藤
水
産
㈱

山
崎
製
パ
ン
㈱

ト
ー
ウ
ン
サ
ー
ビ
ス
㈱

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
㈱

オ
ー
エ
ス
マ
シ
ナ
リ
ー
㈱

Ｄ
＆
Ｎ
コ
ン
フ
ェ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ー
㈱

中
村
建
設
㈱

㈱
北
海
道
日
水

㈱
東
急
百
貨
店

㈱
ホ
ク
レ
ン
商
事

㈱
か
ま
栄

㈱
デ
リ
カ

㈱
北
一
硝
子

㈱
１
０
１

㈱
大
八
栗
原
蒲
鉾
店

（
医
）
池
田
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

フ
ィ
ズ
ネ
ッ
ト
㈱

〈
進　

学
〉

光
塩
学
園
調
理
製
菓
専
門
学
校

専
門
学
校
札
幌
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院

札
幌
ブ
ラ
イ
ダ
ル
＆
ホ
テ
ル
観
光
専
門
学
校

札
幌
こ
ど
も
専
門
学
校

経
専
北
海
道
保
育
専
門
学
校

札
幌
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ー
ト
専
門
学
校

●
栽
培
漁
業
科

〈
就　

職
〉

漁
業
後
継

北
海
道
旅
客
鉄
道
㈱

西
南
水
産
㈱

大
ワ
大
和
水
産
㈱

オ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
ズ
㈱

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
㈱

ク
リ
ロ
ン
化
成
㈱

ノ
ー
ザ
ン
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
㈱

小
樽
典
礼
㈱

近
藤
工
業
㈱

㈱
カ
ナ
モ
ト

㈱
デ
リ
カ

㈱
北
一
硝
子

㈱
北
海
道
ニ
ッ
カ
サ
ー
ビ
ス

㈱
温
泉
宏
楽
園

㈱
ア
ン
ビ
ッ
ク
ス

道
央
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱

ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連
合
会

余
市
郡
漁
業
協
同
組
合

（
医
）
熊
澤
歯
科

（
一
社
）
根
室
管
内
さ
け
・
ま
す

 

増
殖
事
業
協
会

三
協
鉄
工
（
有
）

オ
オ
イ
ガ
ワ
企
画

〈
進　

学
〉

福
井
県
立
大
学

東
海
大
学

東
京
農
業
大
学

小
樽
医
師
会
看
護
高
等
専
修
学
校

札
幌
医
療
秘
書
福
祉
専
門
学
校

経
専
北
海
道
ど
う
ぶ
つ
専
門
学
校

経
専
北
海
道
観
光
専
門
学
校

北
海
道
ど
う
ぶ
つ
・
医
療
専
門
学
校

●
情
報
通
信
科

〈
就　

職
〉

日
本
無
線
㈱

北
海
電
気
工
事
㈱

北
海
道
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱

北
海
道
太
平
洋
生
コ
ン
㈱

オ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
ズ
㈱

ワ
タ
キ
ュ
ー
セ
イ
モ
ア
㈱

小
樽
典
礼
㈱

城
野
電
機
工
業
㈱

㈱
ネ
ク
ス
コ
東
日
本
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

㈱
大
江
電
氣

㈱
第
一
寶
亭
留

㈱
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｙ　

Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

陸
上
自
衛
隊
（
自
衛
官
候
補
生
）

〈
進　

学
〉

北
海
道
情
報
大
学

北
海
道
情
報
専
門
学
校

日
本
航
空
専
門
学
校

北
海
道
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
専
門
学
校

専
門
学
校
札
幌
デ
ザ
イ
ナ
ー
学
院

小
樽
水
産
高
校･

専
攻
科
情
報
通
信
科

●
専
攻
科　

漁
業
科

〈
就　

職
〉

イ
イ
ノ
ガ
ス
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
㈱

近
郵
船
舶
管
理
㈱

川
近
シ
ッ
プ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
㈱

北
日
本
海
運
㈱

鶴
見
サ
ン
マ
リ
ン
タ
ン
カ
ー
㈱

日
本
海
運
㈱

北
海
道
教
育
委
員
会

 

渡
島
教
育
局
実
習
船

●
専
攻
科　

情
報
通
信
科

〈
就　

職
〉

宇
宙
技
術
開
発
㈱

中
日
本
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
東
京
㈱

Ｃ
Ｔ
Ｃ
シ
ス
テ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
㈱

川
﨑
近
海
汽
船
㈱

警
察
庁 

北
海
道
警
察
情
報
通
信
部

警
察
庁 

東
京
都
警
察
情
報
通
信
部

青
森
県
教
育
委
員
会

 

青
森
県
立
八
戸
水
産
高
等
学
校
実
習
船

■

本

科

卒

業

生

・

専

攻

科

修

了

生

の

進

路

■　
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■
「
寄　
　

稿
」

　

国
分
寺
サ
イ
ト
ー
ボ
ク
シ
ン
グ
ジ
ム

 

斉
藤　

寛
（
高
６
漁
）

　

十
数
年
前
、
彼
女
ら
は

種
々
の
問
題
児
で
あ
り
そ
れ

を
更
生
す
る
た
め
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
の
施
設
に
入
り
、
現
在

は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
入
り

働
き
、
週
３
回
健
康
維
持
の

た
め
当
ジ
ム
に
通
っ
て
来
て

い
ま
す
。
こ
の
日
は
た
ま
た

ま
女
性
だ
け
で
し
た
が
男
性

も
お
り
ま
す
。

　
　

編
集
後
記

　

樽
水
若
竹
同
窓
会
会
報
供
わ
か
た
け
做
は
会
員

の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
や
情
報
に
よ
り
編
集
さ
れ

て
い
ま
す
。
ク
ラ
ス
会
の
記
録
や
同
窓
生
の
活
躍

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
事
務
局
に
寄
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、
発
行
の
費
用
に
な
る
会
費
の
納
入
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
か
直
接
本
部
ま
で
振

り
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
振
込
先
は
表
紙
に
掲

示
し
て
い
ま
す
。

　

振
込
用
紙
の
必
要
な
方
は
、
事
務
局
ま
で
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

道
南
の
渡
島
管
内
大
成
中
学
を
卒
業
後
、
先
輩
に
続

け
と
小
樽
水
産
高
校
の
本
科
漁
業
科
を
志
願
し
昭
和
62

年
３
月
卒
業
の
小
松
崎
節
雄
は
、
将
来
の
船
舶
職
員
を

目
指
し
焼
津
の
マ
グ
ロ
漁
船
（
499
㌧
）
に
甲
板
員
と
し

て
�8
ヶ
月
乗
船
し
平
成
元
年
、
請
わ
れ
て
実
習
船
管
理

局
所
属
の
実
習
船
に
甲
板
員
と
し
て
転
船
し
た
。

　

か
つ
て
は
、
漁
業
・
製
造
・
栽
培
漁
業
な
ど
水
産
を

学
ぶ
学
校
が
、
全
道
に
稚
内
か
ら
紋
別
北
ま
で
ぐ
る
っ

と
北
海
道
を
取
り
巻
く
よ
う
に
�4
校
も
あ
り
、
現
在
は

小
樽
水
産
・
函
館
水
産
・
厚
岸
翔
洋
高
校
の
３
校
に
集

約
さ
れ
、
本
道
水
産
業
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
実
習
船
教
育
は
、
期
間
の
長
短
は
あ
れ
乗
組

員
と
寝
食
を
共
に
体
験
に
基
づ
く
実
学
の
習
得
と
人
道

の
心
を
学
ぶ
貴
重
な
教
育
で
あ
り
、
時
化
の
日
も
凪
の

日
も
よ
き
乗
組
員
と
努
力
も
苦
労
も
し
、
汗
と
涙
で
心

が
通
じ
合
う
尊
い
教
育
機
関
で
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

　

■
こ
ん
に
ち
は
（
同
窓
生
紹
介
）

■
令
和
元
年
度　

物
故
者

　

事
務
局
に
連
絡
の
あ
り
ま
し
た
、
ご
逝
去
の
方
々
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

平
成
3�
年

　

４
月
６
日　

小
原　

邦
裕　

氏
（
高
29
無
）
小
樽
市

樽
水
本
科
生
初
の
快
挙

　

実
習
船
第
５
代
北
鳳
丸
船
長
に

■
令
和
２
年
度　

定
時
総
会
お
よ
び
懇
親
会
の
中
止
に
つ
い
て

 

会
長　

本
間　

弘
行

　

新
緑
の
候
、
樽
水
若
竹
同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
隆
盛
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
５
月
の
定
時
総
会
の
開
催
が
迫
り
、
そ
の
準
備

を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
の
全
国
的
な
拡
大
お
よ
び
政
府
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言

を
受
け
、
ま
た
、
収
束
の
兆
し
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら

予
定
の
定
時
総
会
お
よ
び
懇
親
会
を
中
止
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。

　

定
時
総
会
で
の
審
議
事
項
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
月
�8

日
に
実
施
し
ま
し
た
執
行
部
会
（
役
員
会
）
で
審
議
承
認

い
た
し
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
恐
縮
で
す

が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

115
年
の
歴
史
に
小
松
崎
節
雄

（
高
39
漁
）
燦
然
と
輝
く
！

そ
船
に
足
を
踏
み
入
れ
た
生
徒
皆
々
は
、
指
揮
す
る
船

長
の
姿
に
供
垂
涎
の
的
做
を
求
め
る
所
以
で
あ
り
ま
す
。

　

従
っ
て
彼
も
実
習
船
に
甲
板
員
と
し
て
乗
船
以
来
、

本
科
生
と
い
う
学
歴
に
も
係
わ
ら
ず
独
学
で
上
級
職
員

を
目
指
し
四
級
海
技
士
（
航
海
）・
三
級
海
技
士
（
航
海
）

そ
し
て
最
大
の
難
関
二
級
海
技
士
（
航
海
）
を
平
成
28

年
８
月
見
事
に
合
格
、憧
れ
の
第
５
代
北
鳳
丸
（
664
㌧
）

船
長
に
こ
の
春
就
任
致
し
ま
し
た
。
本
科
生
と
い
う
学

歴
で
不
世
出
の
超
越
し
た
存
在
で
あ
る
事
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。


